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【公開番号】特開2012-192007(P2012-192007A)
【公開日】平成24年10月11日(2012.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2012-041
【出願番号】特願2011-57085(P2011-57085)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｌ   9/24     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転清掃体と該回転清掃体を回転させる電動機とを有する吸込具と、掃除機本体の内部
に設けられる電動送風機と、前記吸込具および前記電動送風機の間に形成される通風路と
、を備え、前記通風路の少なくとも一部が筒状の延長管により形成され、
　前記延長管は、炭素繊維および熱可塑性樹脂を含む炭素繊維含有樹脂から形成される延
長管本体を有し、
　前記延長管本体の両端部に設けられた通電端子と、
　前記通電端子間を電気的に接続する給電手段と、
　前記通電端子を支持し、前記延長管本体に固定される絶縁部材と、を備え、
　前記掃除機本体から前記電動機に前記通電端子を介して給電されることを特徴とする電
気掃除機。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気掃除機において、
　前記延長管本体に２つのリブが設けられ、
　前記２つのリブの間に形成された前記延長管本体の面をカバーするように前記絶縁部材
を配置したことを特徴とする電気掃除機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、回転清掃体と該回転清掃体を回転させる電動機とを有する吸込具と、掃除機
本体の内部に設けられる電動送風機と、前記吸込具および前記電動送風機の間に形成され
る通風路と、を備え、前記通風路の少なくとも一部が筒状の延長管により形成され、前記
延長管は、炭素繊維および熱可塑性樹脂を含む炭素繊維含有樹脂から形成される延長管本
体を有し、前記延長管本体の両端部に設けられた通電端子と、前記通電端子間を電気的に
接続する給電手段と、前記通電端子を支持し、前記延長管本体に固定される絶縁部材と、
を備え、前記掃除機本体から前記電動機に前記通電端子を介して給電されることを特徴と
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する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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